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「ＳＤＧｓ」、見慣れない言葉ですが、甚目寺小学校の校内に

は、これに関するものをいくつか見つけることができます。

「ＳＤＧｓ」とは、Sustainable Development Goals（持続可

能な開発目標）を略したものです。これは、３年に及ぶ議論・

交渉を経て、2015 年 9 月の国連サミットにおいて全会一致で

採択された、発展途上国のみならず先進国自身も取り組む

2016 年から 2030 年までの国際的な目標です。持続可能な世界を実現するための 17のゴール・169 の

ターゲットから構成されています。 

ＳＤＧｓのうち、目標４は教育に特化したもので、ターゲット 4.7 には次のように記されています。 

「2030 年までに、持続可能な開発のための教育及び、持続可能なライフスタイル、人権、・・・文

化多様性と文化の持続可能な開発への貢献の理解の教育を通して、すべての学習者が、持続可能な開

発を促進するために必要な知識及び技能を習得できるようにする」（一部略） 

（日本ユネスコ国内委員会資料より） 

本校が、これまで取り組んできたＥＳＤはここに位置づけられています。さらに、各学年のＥＳＤ活

動は、目標４を除く 16のＳＤＧｓのいずれかに当てはまります。例えば、6年生の「歴史文化調査隊」

の活動は、地域の歴史や文化について学び、貴

重な文化遺産を守りながら「ふるさと甚目寺」

を大切にしていこうという視点から、「⑪ 住み

続けられるまちづくりを」が当てはまります。

さらに 1つ 1つの学習内容を見れば、ハンセン

病の治療に尽力した甚目寺出身の小笠原登博士

については、「⑩人や国の不平等をなくそう」が

当てはまります。 

 本校における各学年のＥＳＤの取組は、学年

掲示コーナーにＳＤＧｓとともに示してあり、「ＥＳＤカレンダー」と呼んでいます。

各学年の活動の見通しとともに活動の足跡を、ＳＤＧｓと関連づけて見れば、子ど

もたちの活動１つ１つに意味づけができると思います。来校された折には、ぜひ、

ご覧ください。 
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甚小だより 

明日咲くつぼみ 
①貧困をなくそう 

②飢餓をゼロに 

③すべての人に健康と福祉を 

④質の高い教育をみんなに 

⑤ジェンダー平等を実現しよう 

⑥安全な水とトイレを世界中に 

⑦エネルギーをみんなにそしてクリーンに 

⑧働きがいも経済成長も 

⑨産業と技術革新の基礎をつくろう 

⑩人や国の不平等をなくそう 

⑪住み続けられるまちづくりを 

⑫つくる責任つかう責任 

⑬気象変動に具体的な対策を 

⑭海の豊かさを守ろう 

⑮陸の豊かさも守ろう 

⑯平和と公正をすべとの人に 

⑰パートナーシップで目標を達成しよう 


